
　文部科学省が実施した「令和２年度学校基本

調査」によると、本邦の高等学校等卒業者のう

ち、高等教育機関である大学・短期大学への進

学率は５８．６％で前年度より０．５ポイント

上昇し過去最高となった1）。そのうち、大学（学

部）進学率は５４．４％で過去最高となったが、

短期大学（本科）進学率は４．２％であり、平

成６年の１３．２％をピークに短期大学への進

学率は漸減傾向にある。この背景には、１８歳

人口の減少や女性の四年制大学志向の高まりな

的として、平成２２年より『入学から卒業まで

のガイドブック』を作成している。このガイド

ブックは学科の教育目的・目標や学習、進路、

学外実習などの８項目で構成していたが、科目

担当者の変更や本学で開講している「キャリア

ガイダンスⅠ・Ⅱ」（卒業選択・演習・各 1単位）

との重複など、内容を再検討する必要が生じた。

このような経緯を踏まえ、本学科教員によって

ガイドブックの内容を再検討し、編集を行うこ

ととした。

Ｂ．『入学から卒業までのガイドブック』の構

成および内容

　本学科独自の学修支援および進路支援を行う

とともに、基礎学力の向上を目的として、以下

の内容で『入学から卒業までのガイドブック』

を作成した。令和３年度版の内容は、「学科の

教育目的・目標」、「栄養士について」、「研究室

の活用」、「学習」、「希望する進路をかなえるた

めの歩み」、「学外実習」、「栄養士免許以外の資

格取得」、「卒業生支援」についての８項目で構

成した。

１．学科の教育目的・目標

　ここでは、「ディプロマ・ポリシー」、「フー

ドプロジェクト」および「栄養士実力認定試験」

について取り上げた。「ディプロマ・ポリシー」

では、全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」（卒業必修・演習・各 1 単位）を通して

キリストの教えに基づく豊かな人格形成の基本

を養うとともに、専門領域の学修を行うことを

明記した。また、食と栄養に関する総合的な知

識や技術を修得し、栄養士として家庭や地域社

会に貢献することや、医療事務に必要とされる

基礎的な知識と技術の修得も目的として掲げ

た。「フードプロジェクト」については、１年

次および２年次の２年間を通して、学科全体ま

たは小グループで「食育」の観点からの問題解

決 型 学 習（PBL：Project Based Learning）の

実施について明記した。さらに、学生自身の知

識や実力に対する客観的評価の指標として、一

般社団法人全国栄養士養成施設協会が主催して

いる「栄養士実力認定試験」の紹介と受験につ

いて示した。

２．どのような栄養士を目指すのか

　ここでは、①「栄養士とは」、②「栄養士になる

には」、③「栄養士の勉強を始める前に」、④「現在

の実力を確認しよう」、⑤「学科の専門教育科目

開講一覧」、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」について取り上げた。

　①「栄養士とは」、②「栄養士になるには」では、

栄養士とはどのような職業か、また栄養士業務

ではどのような知識や技術の修得が必要かを示

し、栄養士法で定められている６つの教育内容

の分野について紹介した。③「栄養士の勉強を始

める前に」では、栄養士としての専門的意識の

向上を目的として、自分自身の食生活を振り返

るためのチェック項目を示した。④「現在の実力

を確認しよう」では、２年間の学修で必要とな

る高等学校までの基本的知識（国語、数学、生物、

化学）と、調理のために必要な技術（重量や容

量の換算、調理器具の正しい使い方など）につ

いて明記した。⑤「学科の専門教育科目開講一

覧」では、履修の参考となるよう２年間で学ぶ

専門教育科目をわかりやすく表にした。⑥「本学

が目指す栄養士」では、１年次後期と２年次前

期終了時に分けて、食品の衛生管理や献立作成

など２０項目について学生が自身を振り返って

５段階評価を行うチェック表を作成した。⑦「ど

のような栄養士を目指すのか考えてみよう」で

は、各学期の初めに、学生が理想とする栄養士

像や理想に近づくために必要な知識・技術につ

いて考え、記入できるよう表を作成した。全４

学期分の記入欄を１ページ内に集約しているの

で、前回記入した内容の振り返りも行うことが

できるようになっている。⑧「１年次の確認・評

価」、⑨「２年次の確認・評価」では、働きたい

職域や現在の自分に対する評価を明確にするた

めに、自己点検できるよう表を作成した。⑩「卒

業時の確認・評価」では、栄養士養成課程２年

を終えての自己点検表を作成し、課題に対する

達成度や就業に際しての必要な知識・技術の再

確認を学生自身が振り返って行えるようにし

た。

　⑥～⑩の内容については、学生が記入したも

のを「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」において本

学科の就職部教員が確認し、学生にフィード

バックして適切なアドバイスを行っている。

３．研究室を訪問しよう

　ここでは、「研究室の訪ね方」や「オフィス

アワーの利用」について取り上げ、学生が本学

科教員に対して学生生活における質問や相談を

スムーズに行えるよう示した。

４．学びの基礎

　栄養士養成課程における学修の中で必要な基

本的知識と技術を修得するために、令和３年度

版では、従来の「国語」、「化学」、「栄養士の基本」

に加えて、新たに「生物」分野を加えた。　　

　「国語」では原稿用紙の使い方、ノートの取

り方について示した。令和２年度版ガイドブッ

クでは「敬語の仕組み」について記載していた

が、「キャリアガイダンス」における「学修リ

テラシーの習得」の単元で基本的な文章表現な

どを学修しており、内容が重複していると考え

られたため、令和３年度版のガイドブックから

は「敬語の仕組み」の項目を削除した。

　「化学」では、「食品学実験」、「食品衛生学実

験」、「生化学実験」の実験系科目において試薬

の調製などで必要となる元素、化学式、モル濃

度計算などの計算問題を取り上げた。令和２年

度版ガイドブックに記載していた「参考資料」

のギリシャ文字、数詞、SI 接頭語については、

実験系科目で使用する頻度が少なくなってきた

ことから令和３年度版からは削除した。

　令和３年度版から新たに加えた「生物」では、

「生物の基礎」において「細胞の構造と働き」、「人

体の構造と働き」、「酵素の種類と働き」、「消化

酵素の働きとその分泌器官」について示した。

具体的な内容として、「細胞の構造と働き」では、

原核生物と真核生物の違いや細胞小器官（オル

ガネラ）の構造と機能について図を用いて解説

し、細胞小器官の役割についての練習問題を記

載した。「人体の構造と働き」では、人体を構

成する４つの組織（上皮組織、支持組織、筋組織、

神経組織）について組織の構造を図示し、それ

ぞれの機能について示した。また、人体を構成

する１１の器官系（消化器系～感覚器系）につ

いても記載した。「酵素の種類と働き」では、

酸化還元酵素や加水分解酵素などの栄養素の体

内代謝において重要な酵素の種類と働きについ

て説明した。「消化酵素の働きとその分泌器官」

では、消化酵素の働きとその分泌器官、消化管

と消化腺について消化器系の図とともに解説

し、消化酵素の種類とその基質、特徴などにつ

いて表を用いて示した。　　

　「栄養士の基本」では、栄養素の種類と働き、

エネルギー産生栄養素バランス（％エネルギー）

の計算方法、食品の計量と単位の換算、食品の

廃棄率について、栄養価計算、調味パーセント、

基本的な調理技術、献立作成の基礎について示

した。

５．希望する進路をかなえるための歩み

　令和２年度版のガイドブックでは、「希望す

る進路をかなえるための歩み」の項目を設け、

就職活動の流れや本学キャリア形成支援室等の

利用について示していた。しかし、１・２年次

通年で開講されている「キャリアガイダンスⅠ・

Ⅱ」において同様の内容で講義を行っており、

重複していると考えられたため、令和３年度版

の本項目の内容からは「就職活動の流れ」、「進

学 / 編入学の学習指導について」の２項目を削

除し、「卒業後の進路（就職・進学）支援について」

を新たに記載した。「卒業生が活躍する場」と「卒

業生の就職エリア」の項目は、卒業生の職域別

就職先などの進路について示しており他項目と

重複していないため、令和２年度版と同様に令

和３年度版のガイドブックにも更新データを掲

載することとした。

６．学外における実習について

　ここでは、「学外実習の種類と流れ」、「実習

の事前準備」、「実習にあたっての心得と注意事

項」、「実習後すべきこと」および「自主実習に

ついて」を示した。実習先への事前連絡や訪問

時の注意点、実習先への御礼、自主実習の概要

について示した。

７．栄養士以外の資格について

　ここでは、本学科にて取得可能な「フードア

ナリスト」、「食空間コーディネーター」、「医療

秘書実務士」の資格取得とその支援について示

した。それぞれの資格の概要や資格取得に必要

な科目、卒業後の資格維持に関することなどに

ついて示した。

８．卒業生支援

　ここでは、「栄養士支援」および「卒業生と

のネットワーク」について取り上げた。「栄養

士支援」では、栄養士免許申請手続きや日本栄

養士会の案内、管理栄養士国家試験受験に関す

る概要について示した。「卒業生とのネットワー

ク」では、同窓会の案内や卒業後の進路支援に

ついて示した。

Ｃ．『入学から卒業までのガイドブック』の活

用

　ガイドブックの活用方法として、主に１年次

前期開講の「栄養士基礎演習」（卒業必修・演習・

1 単位）において科目担当者（輪講）が各講義

で使用することとした。本科目は、初年次教育

として高等学校までの基本的な学習内容を習得

するとともに、本学科の栄養士免許必修科目を

確実に修得し、地域社会に貢献できる栄養士を

養成することを目的としている。

　「栄養士基礎演習」以外の科目における本ガ

イドブックの具体的な活用として、「２．どの

ような栄養士を目指すのか」の①「栄養士とは」、

②「栄養士になるには」、③「栄養士の勉強を始ま

る前に」、④「現在の実力を確認しよう」、⑤「学科

の専門教育科目開講一覧」については「栄養指

導論」で、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」については「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で、「４．学びの基礎」の「化

学」は「食品学実験」、「食品衛生学実験」、「生

化学実験」の実験系科目で、「栄養士の基本」

は「基礎調理学実習Ⅰ」、「給食実務論」、「フー

ドプロジェクトⅠ」にて活用している。なお、

令和３年度版ガイドブックから新たに追加した

「生物」については、「栄養士基礎演習」に加え

て「解剖学」、「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」

でも活用する予定である。「６．学外における

実習について」は、学外実習の事前・事後指導

として主に「給食実務論」で活用している。以

上のように、「栄養士基礎演習」のほか、栄養

士必修科目や学科の専門教育科目（卒業必修）、

「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」（初年次およびキャ

リア教育科目）と、多岐にわたる学修において

本ガイドブックを適宜活用している。

　また、「７．栄養士以外の資格について」は

新入生オリエンテーションで、「８．卒業生支援」

は卒業前に行う栄養士免許申請手続きの説明会

で使用するなど、科目以外でも本ガイドブック

を大いに活用している。

　このように、本ガイドブックはまさに『入学

から卒業まで』を視野に入れて作成しており、

「栄養士基礎演習」をはじめとする多くの科目

や学生生活において、学科の全教員が活発に利

用している。本ガイドブックが学生の基礎学力

向上に寄与し、今後の栄養士養成における教育

改善に役立つことを期待する。

　本学科学生の基礎学力向上および栄養士養成

における栄養士資質の均一化に向けての意識向

上を目的として、『入学から卒業までのガイド

ブック（令和３年度版）』を学科全教員で作成

した。令和３年度版では「キャリアガイダンス

Ⅰ・Ⅱ」の内容と重複していた「希望する進路

をかなえるための歩み」の中の「就職活動の流

れ」、「進学 / 編入学の学習指導について」の２

項目を削除し、「卒業後の進路（就職・進学）

支援について」の項目を新たに追加した。「学

びの基礎」の項目においては、「生物の基礎」

を新たに追加した。

　本ガイドブックは、初年次の導入教育である

「栄養士基礎演習」から２年間の集大成である

栄養士免許取得までを包括するものであり、「栄

養士基礎演習」で主に使用するが、それ以外の

科目や学生生活においても活発に利用してい

る。

　多様化・高度化する社会状況に対応できる栄

養士を育成するために、ガイドブックの内容に

ついても学科の全教員で毎年内容を検討し、学

生のよりよい学びを支援するものとすることが

重要である。
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どがあると考えられ、短期大学全体として厳し

い状況が続いている。

　しかしながら、短期大学は地域社会を支える

職業人材を育成し、地域の発展に寄与するとい

う重要な役割を担っている。また、短期大学の

指導方法の特色として「少人数教育」や「担任

制度」、「導入教育」などがあり、四年制大学と

比較すると「少人数教育」と「担任制度」、専

門学校と比較すると「導入教育」の点において

短期大学の長所として評価されている2）。　

　一方で採用する側から見た場合、例えば専門

職業人の養成に焦点をあてると、短期大学と専

門学校において養成される人材の違いの差がわ

かりにくいなどの声がある。短期大学における

教育の在り方として、単に免許や資格取得だけ

の教育に偏るのではなく、高度で先端的な知識

や技術を修得し、自ら積極的に学修を行うこと

ができる学生を育成する必要がある。

　本学フードデザイン学科では、学生の基礎学

力向上および栄養士養成における栄養士資質の

均一化に向けての意識向上を目的として、平成

２２年より独自に『入学から卒業までのガイド

ブック』を作成している 3）。多様化・高度化す

る社会状況に対応できる資質と能力を備えた栄

養士を育成するため、ガイドブックの内容につ

いても随時精査し、改訂していくことが重要で

ある。

　そこで本稿では、『入学から卒業までのガイ

ドブック』について各執筆担当の学科全教員が

内容を改めて検討し、再編集を行った経緯と内

容について報告する。

Ａ．『入学から卒業までのガイドブック』作成

と再編集の経緯

　多様化・高度化する社会状況の変化に対応で

きる資質と能力を備えた栄養士を養成するた

め、養成施設ではさらなる教育課程内容の充実

を図ることが求められている。

　そこで本学科では、学生の基礎学力向上およ

び栄養士資質の均一化に向けての意識向上を目

的として、平成２２年より『入学から卒業まで

のガイドブック』を作成している。このガイド

ブックは学科の教育目的・目標や学習、進路、

学外実習などの８項目で構成していたが、科目

担当者の変更や本学で開講している「キャリア

ガイダンスⅠ・Ⅱ」（卒業選択・演習・各 1単位）

との重複など、内容を再検討する必要が生じた。

このような経緯を踏まえ、本学科教員によって

ガイドブックの内容を再検討し、編集を行うこ

ととした。

Ｂ．『入学から卒業までのガイドブック』の構

成および内容

　本学科独自の学修支援および進路支援を行う

とともに、基礎学力の向上を目的として、以下

の内容で『入学から卒業までのガイドブック』

を作成した。令和３年度版の内容は、「学科の

教育目的・目標」、「栄養士について」、「研究室

の活用」、「学習」、「希望する進路をかなえるた

めの歩み」、「学外実習」、「栄養士免許以外の資

格取得」、「卒業生支援」についての８項目で構

成した。

１．学科の教育目的・目標

　ここでは、「ディプロマ・ポリシー」、「フー

ドプロジェクト」および「栄養士実力認定試験」

について取り上げた。「ディプロマ・ポリシー」

では、全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」（卒業必修・演習・各 1 単位）を通して

キリストの教えに基づく豊かな人格形成の基本

を養うとともに、専門領域の学修を行うことを

明記した。また、食と栄養に関する総合的な知

識や技術を修得し、栄養士として家庭や地域社

会に貢献することや、医療事務に必要とされる

基礎的な知識と技術の修得も目的として掲げ

た。「フードプロジェクト」については、１年

次および２年次の２年間を通して、学科全体ま

たは小グループで「食育」の観点からの問題解

決 型 学 習（PBL：Project Based Learning）の

実施について明記した。さらに、学生自身の知

識や実力に対する客観的評価の指標として、一

般社団法人全国栄養士養成施設協会が主催して

いる「栄養士実力認定試験」の紹介と受験につ

いて示した。

２．どのような栄養士を目指すのか

　ここでは、①「栄養士とは」、②「栄養士になる

には」、③「栄養士の勉強を始める前に」、④「現在

の実力を確認しよう」、⑤「学科の専門教育科目

開講一覧」、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」について取り上げた。

　①「栄養士とは」、②「栄養士になるには」では、

栄養士とはどのような職業か、また栄養士業務

ではどのような知識や技術の修得が必要かを示

し、栄養士法で定められている６つの教育内容

の分野について紹介した。③「栄養士の勉強を始

める前に」では、栄養士としての専門的意識の

向上を目的として、自分自身の食生活を振り返

るためのチェック項目を示した。④「現在の実力

を確認しよう」では、２年間の学修で必要とな

る高等学校までの基本的知識（国語、数学、生物、

化学）と、調理のために必要な技術（重量や容

量の換算、調理器具の正しい使い方など）につ

いて明記した。⑤「学科の専門教育科目開講一

覧」では、履修の参考となるよう２年間で学ぶ

専門教育科目をわかりやすく表にした。⑥「本学

が目指す栄養士」では、１年次後期と２年次前

期終了時に分けて、食品の衛生管理や献立作成

など２０項目について学生が自身を振り返って

５段階評価を行うチェック表を作成した。⑦「ど

のような栄養士を目指すのか考えてみよう」で

は、各学期の初めに、学生が理想とする栄養士

像や理想に近づくために必要な知識・技術につ

いて考え、記入できるよう表を作成した。全４

学期分の記入欄を１ページ内に集約しているの

で、前回記入した内容の振り返りも行うことが

できるようになっている。⑧「１年次の確認・評

価」、⑨「２年次の確認・評価」では、働きたい

職域や現在の自分に対する評価を明確にするた

めに、自己点検できるよう表を作成した。⑩「卒

業時の確認・評価」では、栄養士養成課程２年

を終えての自己点検表を作成し、課題に対する

達成度や就業に際しての必要な知識・技術の再

確認を学生自身が振り返って行えるようにし

た。

　⑥～⑩の内容については、学生が記入したも

のを「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」において本

学科の就職部教員が確認し、学生にフィード

バックして適切なアドバイスを行っている。

３．研究室を訪問しよう

　ここでは、「研究室の訪ね方」や「オフィス

アワーの利用」について取り上げ、学生が本学

科教員に対して学生生活における質問や相談を

スムーズに行えるよう示した。

４．学びの基礎

　栄養士養成課程における学修の中で必要な基

本的知識と技術を修得するために、令和３年度

版では、従来の「国語」、「化学」、「栄養士の基本」

に加えて、新たに「生物」分野を加えた。　　

　「国語」では原稿用紙の使い方、ノートの取

り方について示した。令和２年度版ガイドブッ

クでは「敬語の仕組み」について記載していた

が、「キャリアガイダンス」における「学修リ

テラシーの習得」の単元で基本的な文章表現な

どを学修しており、内容が重複していると考え

られたため、令和３年度版のガイドブックから

は「敬語の仕組み」の項目を削除した。

　「化学」では、「食品学実験」、「食品衛生学実

験」、「生化学実験」の実験系科目において試薬

の調製などで必要となる元素、化学式、モル濃

度計算などの計算問題を取り上げた。令和２年

度版ガイドブックに記載していた「参考資料」

のギリシャ文字、数詞、SI 接頭語については、

実験系科目で使用する頻度が少なくなってきた

ことから令和３年度版からは削除した。

　令和３年度版から新たに加えた「生物」では、

「生物の基礎」において「細胞の構造と働き」、「人

体の構造と働き」、「酵素の種類と働き」、「消化

酵素の働きとその分泌器官」について示した。

具体的な内容として、「細胞の構造と働き」では、

原核生物と真核生物の違いや細胞小器官（オル

ガネラ）の構造と機能について図を用いて解説

し、細胞小器官の役割についての練習問題を記

載した。「人体の構造と働き」では、人体を構

成する４つの組織（上皮組織、支持組織、筋組織、

神経組織）について組織の構造を図示し、それ

ぞれの機能について示した。また、人体を構成

する１１の器官系（消化器系～感覚器系）につ

いても記載した。「酵素の種類と働き」では、

酸化還元酵素や加水分解酵素などの栄養素の体

内代謝において重要な酵素の種類と働きについ

て説明した。「消化酵素の働きとその分泌器官」

では、消化酵素の働きとその分泌器官、消化管

と消化腺について消化器系の図とともに解説

し、消化酵素の種類とその基質、特徴などにつ

いて表を用いて示した。　　

　「栄養士の基本」では、栄養素の種類と働き、

エネルギー産生栄養素バランス（％エネルギー）

の計算方法、食品の計量と単位の換算、食品の

廃棄率について、栄養価計算、調味パーセント、

基本的な調理技術、献立作成の基礎について示

した。

５．希望する進路をかなえるための歩み

　令和２年度版のガイドブックでは、「希望す

る進路をかなえるための歩み」の項目を設け、

就職活動の流れや本学キャリア形成支援室等の

利用について示していた。しかし、１・２年次

通年で開講されている「キャリアガイダンスⅠ・

Ⅱ」において同様の内容で講義を行っており、

重複していると考えられたため、令和３年度版

の本項目の内容からは「就職活動の流れ」、「進

学 / 編入学の学習指導について」の２項目を削

除し、「卒業後の進路（就職・進学）支援について」

を新たに記載した。「卒業生が活躍する場」と「卒

業生の就職エリア」の項目は、卒業生の職域別

就職先などの進路について示しており他項目と

重複していないため、令和２年度版と同様に令

和３年度版のガイドブックにも更新データを掲

載することとした。

６．学外における実習について

　ここでは、「学外実習の種類と流れ」、「実習

の事前準備」、「実習にあたっての心得と注意事

項」、「実習後すべきこと」および「自主実習に

ついて」を示した。実習先への事前連絡や訪問

時の注意点、実習先への御礼、自主実習の概要

について示した。

７．栄養士以外の資格について

　ここでは、本学科にて取得可能な「フードア

ナリスト」、「食空間コーディネーター」、「医療

秘書実務士」の資格取得とその支援について示

した。それぞれの資格の概要や資格取得に必要

な科目、卒業後の資格維持に関することなどに

ついて示した。

８．卒業生支援

　ここでは、「栄養士支援」および「卒業生と

のネットワーク」について取り上げた。「栄養

士支援」では、栄養士免許申請手続きや日本栄

養士会の案内、管理栄養士国家試験受験に関す

る概要について示した。「卒業生とのネットワー

ク」では、同窓会の案内や卒業後の進路支援に

ついて示した。

Ｃ．『入学から卒業までのガイドブック』の活

用

　ガイドブックの活用方法として、主に１年次

前期開講の「栄養士基礎演習」（卒業必修・演習・

1 単位）において科目担当者（輪講）が各講義

で使用することとした。本科目は、初年次教育

として高等学校までの基本的な学習内容を習得

するとともに、本学科の栄養士免許必修科目を

確実に修得し、地域社会に貢献できる栄養士を

養成することを目的としている。

　「栄養士基礎演習」以外の科目における本ガ

イドブックの具体的な活用として、「２．どの

ような栄養士を目指すのか」の①「栄養士とは」、

②「栄養士になるには」、③「栄養士の勉強を始ま

る前に」、④「現在の実力を確認しよう」、⑤「学科

の専門教育科目開講一覧」については「栄養指

導論」で、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」については「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で、「４．学びの基礎」の「化

学」は「食品学実験」、「食品衛生学実験」、「生

化学実験」の実験系科目で、「栄養士の基本」

は「基礎調理学実習Ⅰ」、「給食実務論」、「フー

ドプロジェクトⅠ」にて活用している。なお、

令和３年度版ガイドブックから新たに追加した

「生物」については、「栄養士基礎演習」に加え

て「解剖学」、「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」

でも活用する予定である。「６．学外における

実習について」は、学外実習の事前・事後指導

として主に「給食実務論」で活用している。以

上のように、「栄養士基礎演習」のほか、栄養

士必修科目や学科の専門教育科目（卒業必修）、

「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」（初年次およびキャ

リア教育科目）と、多岐にわたる学修において

本ガイドブックを適宜活用している。

　また、「７．栄養士以外の資格について」は

新入生オリエンテーションで、「８．卒業生支援」

は卒業前に行う栄養士免許申請手続きの説明会

で使用するなど、科目以外でも本ガイドブック

を大いに活用している。

　このように、本ガイドブックはまさに『入学

から卒業まで』を視野に入れて作成しており、

「栄養士基礎演習」をはじめとする多くの科目

や学生生活において、学科の全教員が活発に利

用している。本ガイドブックが学生の基礎学力

向上に寄与し、今後の栄養士養成における教育

改善に役立つことを期待する。

　本学科学生の基礎学力向上および栄養士養成

における栄養士資質の均一化に向けての意識向

上を目的として、『入学から卒業までのガイド

ブック（令和３年度版）』を学科全教員で作成

した。令和３年度版では「キャリアガイダンス

Ⅰ・Ⅱ」の内容と重複していた「希望する進路

をかなえるための歩み」の中の「就職活動の流

れ」、「進学 / 編入学の学習指導について」の２

項目を削除し、「卒業後の進路（就職・進学）

支援について」の項目を新たに追加した。「学

びの基礎」の項目においては、「生物の基礎」

を新たに追加した。

　本ガイドブックは、初年次の導入教育である

「栄養士基礎演習」から２年間の集大成である

栄養士免許取得までを包括するものであり、「栄

養士基礎演習」で主に使用するが、それ以外の

科目や学生生活においても活発に利用してい

る。

　多様化・高度化する社会状況に対応できる栄

養士を育成するために、ガイドブックの内容に

ついても学科の全教員で毎年内容を検討し、学

生のよりよい学びを支援するものとすることが

重要である。

１）令和２年度学校基本調査，文部科学省，　

　２０２０

２）短期大学の今後の在り方について（審議ま

　とめ），中央教育審議会大学分科会大学教育

　部会短期大学ワーキンググループ，２０１４

３）生地暢，江越和夫，吉谷修，山村涼子，三

　隅幸子，岡輝美，眞谷智美，髙松幸子，山下

　浩子：栄養士養成研究（１）栄養士としての

　資質向上に向けての取り組み，久留米信愛女

　学院短期大学研究紀要，第３６号，１０３～

　１０７，２０１３
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的として、平成２２年より『入学から卒業まで

のガイドブック』を作成している。このガイド

ブックは学科の教育目的・目標や学習、進路、

学外実習などの８項目で構成していたが、科目

担当者の変更や本学で開講している「キャリア

ガイダンスⅠ・Ⅱ」（卒業選択・演習・各 1単位）

との重複など、内容を再検討する必要が生じた。

このような経緯を踏まえ、本学科教員によって

ガイドブックの内容を再検討し、編集を行うこ

ととした。

Ｂ．『入学から卒業までのガイドブック』の構

成および内容

　本学科独自の学修支援および進路支援を行う

とともに、基礎学力の向上を目的として、以下

の内容で『入学から卒業までのガイドブック』

を作成した。令和３年度版の内容は、「学科の

教育目的・目標」、「栄養士について」、「研究室

の活用」、「学習」、「希望する進路をかなえるた

めの歩み」、「学外実習」、「栄養士免許以外の資

格取得」、「卒業生支援」についての８項目で構

成した。

１．学科の教育目的・目標

　ここでは、「ディプロマ・ポリシー」、「フー

ドプロジェクト」および「栄養士実力認定試験」

について取り上げた。「ディプロマ・ポリシー」

では、全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」（卒業必修・演習・各 1 単位）を通して

キリストの教えに基づく豊かな人格形成の基本

を養うとともに、専門領域の学修を行うことを

明記した。また、食と栄養に関する総合的な知

識や技術を修得し、栄養士として家庭や地域社

会に貢献することや、医療事務に必要とされる

基礎的な知識と技術の修得も目的として掲げ

た。「フードプロジェクト」については、１年

次および２年次の２年間を通して、学科全体ま

たは小グループで「食育」の観点からの問題解

決 型 学 習（PBL：Project Based Learning）の

実施について明記した。さらに、学生自身の知

識や実力に対する客観的評価の指標として、一

般社団法人全国栄養士養成施設協会が主催して

いる「栄養士実力認定試験」の紹介と受験につ

いて示した。

２．どのような栄養士を目指すのか

　ここでは、①「栄養士とは」、②「栄養士になる

には」、③「栄養士の勉強を始める前に」、④「現在

の実力を確認しよう」、⑤「学科の専門教育科目

開講一覧」、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」について取り上げた。

　①「栄養士とは」、②「栄養士になるには」では、

栄養士とはどのような職業か、また栄養士業務

ではどのような知識や技術の修得が必要かを示

し、栄養士法で定められている６つの教育内容

の分野について紹介した。③「栄養士の勉強を始

める前に」では、栄養士としての専門的意識の

向上を目的として、自分自身の食生活を振り返

るためのチェック項目を示した。④「現在の実力

を確認しよう」では、２年間の学修で必要とな

る高等学校までの基本的知識（国語、数学、生物、

化学）と、調理のために必要な技術（重量や容

量の換算、調理器具の正しい使い方など）につ

いて明記した。⑤「学科の専門教育科目開講一

覧」では、履修の参考となるよう２年間で学ぶ

専門教育科目をわかりやすく表にした。⑥「本学

が目指す栄養士」では、１年次後期と２年次前

期終了時に分けて、食品の衛生管理や献立作成

など２０項目について学生が自身を振り返って

５段階評価を行うチェック表を作成した。⑦「ど

のような栄養士を目指すのか考えてみよう」で

は、各学期の初めに、学生が理想とする栄養士

像や理想に近づくために必要な知識・技術につ

いて考え、記入できるよう表を作成した。全４

学期分の記入欄を１ページ内に集約しているの

で、前回記入した内容の振り返りも行うことが

できるようになっている。⑧「１年次の確認・評

価」、⑨「２年次の確認・評価」では、働きたい

職域や現在の自分に対する評価を明確にするた

めに、自己点検できるよう表を作成した。⑩「卒

業時の確認・評価」では、栄養士養成課程２年

を終えての自己点検表を作成し、課題に対する

達成度や就業に際しての必要な知識・技術の再

確認を学生自身が振り返って行えるようにし

た。

　⑥～⑩の内容については、学生が記入したも

のを「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」において本

学科の就職部教員が確認し、学生にフィード

バックして適切なアドバイスを行っている。

３．研究室を訪問しよう

　ここでは、「研究室の訪ね方」や「オフィス

アワーの利用」について取り上げ、学生が本学

科教員に対して学生生活における質問や相談を

スムーズに行えるよう示した。

４．学びの基礎

　栄養士養成課程における学修の中で必要な基

本的知識と技術を修得するために、令和３年度

版では、従来の「国語」、「化学」、「栄養士の基本」

に加えて、新たに「生物」分野を加えた。　　

　「国語」では原稿用紙の使い方、ノートの取

り方について示した。令和２年度版ガイドブッ

クでは「敬語の仕組み」について記載していた

が、「キャリアガイダンス」における「学修リ

テラシーの習得」の単元で基本的な文章表現な

どを学修しており、内容が重複していると考え

られたため、令和３年度版のガイドブックから

は「敬語の仕組み」の項目を削除した。

　「化学」では、「食品学実験」、「食品衛生学実

験」、「生化学実験」の実験系科目において試薬

の調製などで必要となる元素、化学式、モル濃

度計算などの計算問題を取り上げた。令和２年

度版ガイドブックに記載していた「参考資料」

のギリシャ文字、数詞、SI 接頭語については、

実験系科目で使用する頻度が少なくなってきた

ことから令和３年度版からは削除した。

　令和３年度版から新たに加えた「生物」では、

「生物の基礎」において「細胞の構造と働き」、「人

体の構造と働き」、「酵素の種類と働き」、「消化

酵素の働きとその分泌器官」について示した。

具体的な内容として、「細胞の構造と働き」では、

原核生物と真核生物の違いや細胞小器官（オル

ガネラ）の構造と機能について図を用いて解説

し、細胞小器官の役割についての練習問題を記

載した。「人体の構造と働き」では、人体を構

成する４つの組織（上皮組織、支持組織、筋組織、

神経組織）について組織の構造を図示し、それ

ぞれの機能について示した。また、人体を構成

する１１の器官系（消化器系～感覚器系）につ

いても記載した。「酵素の種類と働き」では、

酸化還元酵素や加水分解酵素などの栄養素の体

内代謝において重要な酵素の種類と働きについ

て説明した。「消化酵素の働きとその分泌器官」

では、消化酵素の働きとその分泌器官、消化管

と消化腺について消化器系の図とともに解説

し、消化酵素の種類とその基質、特徴などにつ

いて表を用いて示した。　　

　「栄養士の基本」では、栄養素の種類と働き、

エネルギー産生栄養素バランス（％エネルギー）

の計算方法、食品の計量と単位の換算、食品の

廃棄率について、栄養価計算、調味パーセント、

基本的な調理技術、献立作成の基礎について示

した。

５．希望する進路をかなえるための歩み

　令和２年度版のガイドブックでは、「希望す

る進路をかなえるための歩み」の項目を設け、

就職活動の流れや本学キャリア形成支援室等の

利用について示していた。しかし、１・２年次

通年で開講されている「キャリアガイダンスⅠ・

Ⅱ」において同様の内容で講義を行っており、

重複していると考えられたため、令和３年度版

の本項目の内容からは「就職活動の流れ」、「進

学 / 編入学の学習指導について」の２項目を削

除し、「卒業後の進路（就職・進学）支援について」

を新たに記載した。「卒業生が活躍する場」と「卒

業生の就職エリア」の項目は、卒業生の職域別

就職先などの進路について示しており他項目と

重複していないため、令和２年度版と同様に令

和３年度版のガイドブックにも更新データを掲

載することとした。

６．学外における実習について

　ここでは、「学外実習の種類と流れ」、「実習

の事前準備」、「実習にあたっての心得と注意事

項」、「実習後すべきこと」および「自主実習に

ついて」を示した。実習先への事前連絡や訪問

時の注意点、実習先への御礼、自主実習の概要

について示した。

７．栄養士以外の資格について

　ここでは、本学科にて取得可能な「フードア

ナリスト」、「食空間コーディネーター」、「医療

秘書実務士」の資格取得とその支援について示

した。それぞれの資格の概要や資格取得に必要

な科目、卒業後の資格維持に関することなどに

ついて示した。

８．卒業生支援

　ここでは、「栄養士支援」および「卒業生と

のネットワーク」について取り上げた。「栄養

士支援」では、栄養士免許申請手続きや日本栄

養士会の案内、管理栄養士国家試験受験に関す

る概要について示した。「卒業生とのネットワー

ク」では、同窓会の案内や卒業後の進路支援に

ついて示した。

Ｃ．『入学から卒業までのガイドブック』の活

用

　ガイドブックの活用方法として、主に１年次

前期開講の「栄養士基礎演習」（卒業必修・演習・

1 単位）において科目担当者（輪講）が各講義

で使用することとした。本科目は、初年次教育

として高等学校までの基本的な学習内容を習得

するとともに、本学科の栄養士免許必修科目を

確実に修得し、地域社会に貢献できる栄養士を

養成することを目的としている。

　「栄養士基礎演習」以外の科目における本ガ

イドブックの具体的な活用として、「２．どの

ような栄養士を目指すのか」の①「栄養士とは」、

②「栄養士になるには」、③「栄養士の勉強を始ま

る前に」、④「現在の実力を確認しよう」、⑤「学科

の専門教育科目開講一覧」については「栄養指

導論」で、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」については「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で、「４．学びの基礎」の「化

学」は「食品学実験」、「食品衛生学実験」、「生

化学実験」の実験系科目で、「栄養士の基本」

は「基礎調理学実習Ⅰ」、「給食実務論」、「フー

ドプロジェクトⅠ」にて活用している。なお、

令和３年度版ガイドブックから新たに追加した

「生物」については、「栄養士基礎演習」に加え

て「解剖学」、「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」

でも活用する予定である。「６．学外における

実習について」は、学外実習の事前・事後指導

として主に「給食実務論」で活用している。以

上のように、「栄養士基礎演習」のほか、栄養

士必修科目や学科の専門教育科目（卒業必修）、

「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」（初年次およびキャ

リア教育科目）と、多岐にわたる学修において

本ガイドブックを適宜活用している。

　また、「７．栄養士以外の資格について」は

新入生オリエンテーションで、「８．卒業生支援」

は卒業前に行う栄養士免許申請手続きの説明会

で使用するなど、科目以外でも本ガイドブック

を大いに活用している。

　このように、本ガイドブックはまさに『入学

から卒業まで』を視野に入れて作成しており、

「栄養士基礎演習」をはじめとする多くの科目

や学生生活において、学科の全教員が活発に利

用している。本ガイドブックが学生の基礎学力

向上に寄与し、今後の栄養士養成における教育

改善に役立つことを期待する。

　本学科学生の基礎学力向上および栄養士養成

における栄養士資質の均一化に向けての意識向

上を目的として、『入学から卒業までのガイド

ブック（令和３年度版）』を学科全教員で作成

した。令和３年度版では「キャリアガイダンス

Ⅰ・Ⅱ」の内容と重複していた「希望する進路

をかなえるための歩み」の中の「就職活動の流

れ」、「進学 / 編入学の学習指導について」の２

項目を削除し、「卒業後の進路（就職・進学）

支援について」の項目を新たに追加した。「学

びの基礎」の項目においては、「生物の基礎」

を新たに追加した。

　本ガイドブックは、初年次の導入教育である

「栄養士基礎演習」から２年間の集大成である

栄養士免許取得までを包括するものであり、「栄

養士基礎演習」で主に使用するが、それ以外の

科目や学生生活においても活発に利用してい

る。

　多様化・高度化する社会状況に対応できる栄

養士を育成するために、ガイドブックの内容に

ついても学科の全教員で毎年内容を検討し、学

生のよりよい学びを支援するものとすることが

重要である。

１）令和２年度学校基本調査，文部科学省，　

　２０２０

２）短期大学の今後の在り方について（審議ま

　とめ），中央教育審議会大学分科会大学教育

　部会短期大学ワーキンググループ，２０１４

３）生地暢，江越和夫，吉谷修，山村涼子，三

　隅幸子，岡輝美，眞谷智美，髙松幸子，山下

　浩子：栄養士養成研究（１）栄養士としての

　資質向上に向けての取り組み，久留米信愛女

　学院短期大学研究紀要，第３６号，１０３～

　１０７，２０１３
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的として、平成２２年より『入学から卒業まで

のガイドブック』を作成している。このガイド

ブックは学科の教育目的・目標や学習、進路、

学外実習などの８項目で構成していたが、科目

担当者の変更や本学で開講している「キャリア

ガイダンスⅠ・Ⅱ」（卒業選択・演習・各 1単位）

との重複など、内容を再検討する必要が生じた。

このような経緯を踏まえ、本学科教員によって

ガイドブックの内容を再検討し、編集を行うこ

ととした。

Ｂ．『入学から卒業までのガイドブック』の構

成および内容

　本学科独自の学修支援および進路支援を行う

とともに、基礎学力の向上を目的として、以下

の内容で『入学から卒業までのガイドブック』

を作成した。令和３年度版の内容は、「学科の

教育目的・目標」、「栄養士について」、「研究室

の活用」、「学習」、「希望する進路をかなえるた

めの歩み」、「学外実習」、「栄養士免許以外の資

格取得」、「卒業生支援」についての８項目で構

成した。

１．学科の教育目的・目標

　ここでは、「ディプロマ・ポリシー」、「フー

ドプロジェクト」および「栄養士実力認定試験」

について取り上げた。「ディプロマ・ポリシー」

では、全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」（卒業必修・演習・各 1 単位）を通して

キリストの教えに基づく豊かな人格形成の基本

を養うとともに、専門領域の学修を行うことを

明記した。また、食と栄養に関する総合的な知

識や技術を修得し、栄養士として家庭や地域社

会に貢献することや、医療事務に必要とされる

基礎的な知識と技術の修得も目的として掲げ

た。「フードプロジェクト」については、１年

次および２年次の２年間を通して、学科全体ま

たは小グループで「食育」の観点からの問題解

決 型 学 習（PBL：Project Based Learning）の

実施について明記した。さらに、学生自身の知

識や実力に対する客観的評価の指標として、一

般社団法人全国栄養士養成施設協会が主催して

いる「栄養士実力認定試験」の紹介と受験につ

いて示した。

２．どのような栄養士を目指すのか

　ここでは、①「栄養士とは」、②「栄養士になる

には」、③「栄養士の勉強を始める前に」、④「現在

の実力を確認しよう」、⑤「学科の専門教育科目

開講一覧」、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」について取り上げた。

　①「栄養士とは」、②「栄養士になるには」では、

栄養士とはどのような職業か、また栄養士業務

ではどのような知識や技術の修得が必要かを示

し、栄養士法で定められている６つの教育内容

の分野について紹介した。③「栄養士の勉強を始

める前に」では、栄養士としての専門的意識の

向上を目的として、自分自身の食生活を振り返

るためのチェック項目を示した。④「現在の実力

を確認しよう」では、２年間の学修で必要とな

る高等学校までの基本的知識（国語、数学、生物、

化学）と、調理のために必要な技術（重量や容

量の換算、調理器具の正しい使い方など）につ

いて明記した。⑤「学科の専門教育科目開講一

覧」では、履修の参考となるよう２年間で学ぶ

専門教育科目をわかりやすく表にした。⑥「本学

が目指す栄養士」では、１年次後期と２年次前

期終了時に分けて、食品の衛生管理や献立作成

など２０項目について学生が自身を振り返って

５段階評価を行うチェック表を作成した。⑦「ど

のような栄養士を目指すのか考えてみよう」で

は、各学期の初めに、学生が理想とする栄養士

像や理想に近づくために必要な知識・技術につ

いて考え、記入できるよう表を作成した。全４

学期分の記入欄を１ページ内に集約しているの

で、前回記入した内容の振り返りも行うことが

できるようになっている。⑧「１年次の確認・評

価」、⑨「２年次の確認・評価」では、働きたい

職域や現在の自分に対する評価を明確にするた

めに、自己点検できるよう表を作成した。⑩「卒

業時の確認・評価」では、栄養士養成課程２年

を終えての自己点検表を作成し、課題に対する

達成度や就業に際しての必要な知識・技術の再

確認を学生自身が振り返って行えるようにし

た。

　⑥～⑩の内容については、学生が記入したも

のを「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」において本

学科の就職部教員が確認し、学生にフィード

バックして適切なアドバイスを行っている。

３．研究室を訪問しよう

　ここでは、「研究室の訪ね方」や「オフィス

アワーの利用」について取り上げ、学生が本学

科教員に対して学生生活における質問や相談を

スムーズに行えるよう示した。

４．学びの基礎

　栄養士養成課程における学修の中で必要な基

本的知識と技術を修得するために、令和３年度

版では、従来の「国語」、「化学」、「栄養士の基本」

に加えて、新たに「生物」分野を加えた。　　

　「国語」では原稿用紙の使い方、ノートの取

り方について示した。令和２年度版ガイドブッ

クでは「敬語の仕組み」について記載していた

が、「キャリアガイダンス」における「学修リ

テラシーの習得」の単元で基本的な文章表現な

どを学修しており、内容が重複していると考え

られたため、令和３年度版のガイドブックから

は「敬語の仕組み」の項目を削除した。

　「化学」では、「食品学実験」、「食品衛生学実

験」、「生化学実験」の実験系科目において試薬

の調製などで必要となる元素、化学式、モル濃

度計算などの計算問題を取り上げた。令和２年

度版ガイドブックに記載していた「参考資料」

のギリシャ文字、数詞、SI 接頭語については、

実験系科目で使用する頻度が少なくなってきた

ことから令和３年度版からは削除した。

　令和３年度版から新たに加えた「生物」では、

「生物の基礎」において「細胞の構造と働き」、「人

体の構造と働き」、「酵素の種類と働き」、「消化

酵素の働きとその分泌器官」について示した。

具体的な内容として、「細胞の構造と働き」では、

原核生物と真核生物の違いや細胞小器官（オル

ガネラ）の構造と機能について図を用いて解説

し、細胞小器官の役割についての練習問題を記

載した。「人体の構造と働き」では、人体を構

成する４つの組織（上皮組織、支持組織、筋組織、

神経組織）について組織の構造を図示し、それ

ぞれの機能について示した。また、人体を構成

する１１の器官系（消化器系～感覚器系）につ

いても記載した。「酵素の種類と働き」では、

酸化還元酵素や加水分解酵素などの栄養素の体

内代謝において重要な酵素の種類と働きについ

て説明した。「消化酵素の働きとその分泌器官」

では、消化酵素の働きとその分泌器官、消化管

と消化腺について消化器系の図とともに解説

し、消化酵素の種類とその基質、特徴などにつ

いて表を用いて示した。　　

　「栄養士の基本」では、栄養素の種類と働き、

エネルギー産生栄養素バランス（％エネルギー）

の計算方法、食品の計量と単位の換算、食品の

廃棄率について、栄養価計算、調味パーセント、

基本的な調理技術、献立作成の基礎について示

した。

５．希望する進路をかなえるための歩み

　令和２年度版のガイドブックでは、「希望す

る進路をかなえるための歩み」の項目を設け、

就職活動の流れや本学キャリア形成支援室等の

利用について示していた。しかし、１・２年次

通年で開講されている「キャリアガイダンスⅠ・

Ⅱ」において同様の内容で講義を行っており、

重複していると考えられたため、令和３年度版

の本項目の内容からは「就職活動の流れ」、「進

学 / 編入学の学習指導について」の２項目を削

除し、「卒業後の進路（就職・進学）支援について」

を新たに記載した。「卒業生が活躍する場」と「卒

業生の就職エリア」の項目は、卒業生の職域別

就職先などの進路について示しており他項目と

重複していないため、令和２年度版と同様に令

和３年度版のガイドブックにも更新データを掲

載することとした。

６．学外における実習について

　ここでは、「学外実習の種類と流れ」、「実習

の事前準備」、「実習にあたっての心得と注意事

項」、「実習後すべきこと」および「自主実習に

ついて」を示した。実習先への事前連絡や訪問

時の注意点、実習先への御礼、自主実習の概要

について示した。

７．栄養士以外の資格について

　ここでは、本学科にて取得可能な「フードア

ナリスト」、「食空間コーディネーター」、「医療

秘書実務士」の資格取得とその支援について示

した。それぞれの資格の概要や資格取得に必要

な科目、卒業後の資格維持に関することなどに

ついて示した。

８．卒業生支援

　ここでは、「栄養士支援」および「卒業生と

のネットワーク」について取り上げた。「栄養

士支援」では、栄養士免許申請手続きや日本栄

養士会の案内、管理栄養士国家試験受験に関す

る概要について示した。「卒業生とのネットワー

ク」では、同窓会の案内や卒業後の進路支援に

ついて示した。

Ｃ．『入学から卒業までのガイドブック』の活

用

　ガイドブックの活用方法として、主に１年次

前期開講の「栄養士基礎演習」（卒業必修・演習・

1 単位）において科目担当者（輪講）が各講義

で使用することとした。本科目は、初年次教育

として高等学校までの基本的な学習内容を習得

するとともに、本学科の栄養士免許必修科目を

確実に修得し、地域社会に貢献できる栄養士を

養成することを目的としている。

　「栄養士基礎演習」以外の科目における本ガ

イドブックの具体的な活用として、「２．どの

ような栄養士を目指すのか」の①「栄養士とは」、

②「栄養士になるには」、③「栄養士の勉強を始ま

る前に」、④「現在の実力を確認しよう」、⑤「学科

の専門教育科目開講一覧」については「栄養指

導論」で、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」については「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で、「４．学びの基礎」の「化

学」は「食品学実験」、「食品衛生学実験」、「生

化学実験」の実験系科目で、「栄養士の基本」

は「基礎調理学実習Ⅰ」、「給食実務論」、「フー

ドプロジェクトⅠ」にて活用している。なお、

令和３年度版ガイドブックから新たに追加した

「生物」については、「栄養士基礎演習」に加え

て「解剖学」、「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」

でも活用する予定である。「６．学外における

実習について」は、学外実習の事前・事後指導

として主に「給食実務論」で活用している。以

上のように、「栄養士基礎演習」のほか、栄養

士必修科目や学科の専門教育科目（卒業必修）、

「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」（初年次およびキャ

リア教育科目）と、多岐にわたる学修において

本ガイドブックを適宜活用している。

　また、「７．栄養士以外の資格について」は

新入生オリエンテーションで、「８．卒業生支援」

は卒業前に行う栄養士免許申請手続きの説明会

で使用するなど、科目以外でも本ガイドブック

を大いに活用している。

　このように、本ガイドブックはまさに『入学

から卒業まで』を視野に入れて作成しており、

「栄養士基礎演習」をはじめとする多くの科目

や学生生活において、学科の全教員が活発に利

用している。本ガイドブックが学生の基礎学力

向上に寄与し、今後の栄養士養成における教育

改善に役立つことを期待する。

　本学科学生の基礎学力向上および栄養士養成

における栄養士資質の均一化に向けての意識向

上を目的として、『入学から卒業までのガイド

ブック（令和３年度版）』を学科全教員で作成

した。令和３年度版では「キャリアガイダンス

Ⅰ・Ⅱ」の内容と重複していた「希望する進路

をかなえるための歩み」の中の「就職活動の流

れ」、「進学 / 編入学の学習指導について」の２

項目を削除し、「卒業後の進路（就職・進学）

支援について」の項目を新たに追加した。「学

びの基礎」の項目においては、「生物の基礎」

を新たに追加した。

　本ガイドブックは、初年次の導入教育である

「栄養士基礎演習」から２年間の集大成である

栄養士免許取得までを包括するものであり、「栄

養士基礎演習」で主に使用するが、それ以外の

科目や学生生活においても活発に利用してい

る。

　多様化・高度化する社会状況に対応できる栄

養士を育成するために、ガイドブックの内容に

ついても学科の全教員で毎年内容を検討し、学

生のよりよい学びを支援するものとすることが

重要である。

１）令和２年度学校基本調査，文部科学省，　

　２０２０

２）短期大学の今後の在り方について（審議ま

　とめ），中央教育審議会大学分科会大学教育

　部会短期大学ワーキンググループ，２０１４

３）生地暢，江越和夫，吉谷修，山村涼子，三

　隅幸子，岡輝美，眞谷智美，髙松幸子，山下

　浩子：栄養士養成研究（１）栄養士としての

　資質向上に向けての取り組み，久留米信愛女

　学院短期大学研究紀要，第３６号，１０３～

　１０７，２０１３
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的として、平成２２年より『入学から卒業まで

のガイドブック』を作成している。このガイド

ブックは学科の教育目的・目標や学習、進路、

学外実習などの８項目で構成していたが、科目

担当者の変更や本学で開講している「キャリア

ガイダンスⅠ・Ⅱ」（卒業選択・演習・各 1単位）

との重複など、内容を再検討する必要が生じた。

このような経緯を踏まえ、本学科教員によって

ガイドブックの内容を再検討し、編集を行うこ

ととした。

Ｂ．『入学から卒業までのガイドブック』の構

成および内容

　本学科独自の学修支援および進路支援を行う

とともに、基礎学力の向上を目的として、以下

の内容で『入学から卒業までのガイドブック』

を作成した。令和３年度版の内容は、「学科の

教育目的・目標」、「栄養士について」、「研究室

の活用」、「学習」、「希望する進路をかなえるた

めの歩み」、「学外実習」、「栄養士免許以外の資

格取得」、「卒業生支援」についての８項目で構

成した。

１．学科の教育目的・目標

　ここでは、「ディプロマ・ポリシー」、「フー

ドプロジェクト」および「栄養士実力認定試験」

について取り上げた。「ディプロマ・ポリシー」

では、全学共通カリキュラムの「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ・Ⅳ」（卒業必修・演習・各 1 単位）を通して

キリストの教えに基づく豊かな人格形成の基本

を養うとともに、専門領域の学修を行うことを

明記した。また、食と栄養に関する総合的な知

識や技術を修得し、栄養士として家庭や地域社

会に貢献することや、医療事務に必要とされる

基礎的な知識と技術の修得も目的として掲げ

た。「フードプロジェクト」については、１年

次および２年次の２年間を通して、学科全体ま

たは小グループで「食育」の観点からの問題解

決 型 学 習（PBL：Project Based Learning）の

実施について明記した。さらに、学生自身の知

識や実力に対する客観的評価の指標として、一

般社団法人全国栄養士養成施設協会が主催して

いる「栄養士実力認定試験」の紹介と受験につ

いて示した。

２．どのような栄養士を目指すのか

　ここでは、①「栄養士とは」、②「栄養士になる

には」、③「栄養士の勉強を始める前に」、④「現在

の実力を確認しよう」、⑤「学科の専門教育科目

開講一覧」、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」について取り上げた。

　①「栄養士とは」、②「栄養士になるには」では、

栄養士とはどのような職業か、また栄養士業務

ではどのような知識や技術の修得が必要かを示

し、栄養士法で定められている６つの教育内容

の分野について紹介した。③「栄養士の勉強を始

める前に」では、栄養士としての専門的意識の

向上を目的として、自分自身の食生活を振り返

るためのチェック項目を示した。④「現在の実力

を確認しよう」では、２年間の学修で必要とな

る高等学校までの基本的知識（国語、数学、生物、

化学）と、調理のために必要な技術（重量や容

量の換算、調理器具の正しい使い方など）につ

いて明記した。⑤「学科の専門教育科目開講一

覧」では、履修の参考となるよう２年間で学ぶ

専門教育科目をわかりやすく表にした。⑥「本学

が目指す栄養士」では、１年次後期と２年次前

期終了時に分けて、食品の衛生管理や献立作成

など２０項目について学生が自身を振り返って

５段階評価を行うチェック表を作成した。⑦「ど

のような栄養士を目指すのか考えてみよう」で

は、各学期の初めに、学生が理想とする栄養士

像や理想に近づくために必要な知識・技術につ

いて考え、記入できるよう表を作成した。全４

学期分の記入欄を１ページ内に集約しているの

で、前回記入した内容の振り返りも行うことが

できるようになっている。⑧「１年次の確認・評

価」、⑨「２年次の確認・評価」では、働きたい

職域や現在の自分に対する評価を明確にするた

めに、自己点検できるよう表を作成した。⑩「卒

業時の確認・評価」では、栄養士養成課程２年

を終えての自己点検表を作成し、課題に対する

達成度や就業に際しての必要な知識・技術の再

確認を学生自身が振り返って行えるようにし

た。

　⑥～⑩の内容については、学生が記入したも

のを「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」において本

学科の就職部教員が確認し、学生にフィード

バックして適切なアドバイスを行っている。

３．研究室を訪問しよう

　ここでは、「研究室の訪ね方」や「オフィス

アワーの利用」について取り上げ、学生が本学

科教員に対して学生生活における質問や相談を

スムーズに行えるよう示した。

４．学びの基礎

　栄養士養成課程における学修の中で必要な基

本的知識と技術を修得するために、令和３年度

版では、従来の「国語」、「化学」、「栄養士の基本」

に加えて、新たに「生物」分野を加えた。　　

　「国語」では原稿用紙の使い方、ノートの取

り方について示した。令和２年度版ガイドブッ

クでは「敬語の仕組み」について記載していた

が、「キャリアガイダンス」における「学修リ

テラシーの習得」の単元で基本的な文章表現な

どを学修しており、内容が重複していると考え

られたため、令和３年度版のガイドブックから

は「敬語の仕組み」の項目を削除した。

　「化学」では、「食品学実験」、「食品衛生学実

験」、「生化学実験」の実験系科目において試薬

の調製などで必要となる元素、化学式、モル濃

度計算などの計算問題を取り上げた。令和２年

度版ガイドブックに記載していた「参考資料」

のギリシャ文字、数詞、SI 接頭語については、

実験系科目で使用する頻度が少なくなってきた

ことから令和３年度版からは削除した。

　令和３年度版から新たに加えた「生物」では、

「生物の基礎」において「細胞の構造と働き」、「人

体の構造と働き」、「酵素の種類と働き」、「消化

酵素の働きとその分泌器官」について示した。

具体的な内容として、「細胞の構造と働き」では、

原核生物と真核生物の違いや細胞小器官（オル

ガネラ）の構造と機能について図を用いて解説

し、細胞小器官の役割についての練習問題を記

載した。「人体の構造と働き」では、人体を構

成する４つの組織（上皮組織、支持組織、筋組織、

神経組織）について組織の構造を図示し、それ

ぞれの機能について示した。また、人体を構成

する１１の器官系（消化器系～感覚器系）につ

いても記載した。「酵素の種類と働き」では、

酸化還元酵素や加水分解酵素などの栄養素の体

内代謝において重要な酵素の種類と働きについ

て説明した。「消化酵素の働きとその分泌器官」

では、消化酵素の働きとその分泌器官、消化管

と消化腺について消化器系の図とともに解説

し、消化酵素の種類とその基質、特徴などにつ

いて表を用いて示した。　　

　「栄養士の基本」では、栄養素の種類と働き、

エネルギー産生栄養素バランス（％エネルギー）

の計算方法、食品の計量と単位の換算、食品の

廃棄率について、栄養価計算、調味パーセント、

基本的な調理技術、献立作成の基礎について示

した。

５．希望する進路をかなえるための歩み

　令和２年度版のガイドブックでは、「希望す

る進路をかなえるための歩み」の項目を設け、

就職活動の流れや本学キャリア形成支援室等の

利用について示していた。しかし、１・２年次

通年で開講されている「キャリアガイダンスⅠ・

Ⅱ」において同様の内容で講義を行っており、

重複していると考えられたため、令和３年度版

の本項目の内容からは「就職活動の流れ」、「進

学 / 編入学の学習指導について」の２項目を削

除し、「卒業後の進路（就職・進学）支援について」

を新たに記載した。「卒業生が活躍する場」と「卒

業生の就職エリア」の項目は、卒業生の職域別

就職先などの進路について示しており他項目と

重複していないため、令和２年度版と同様に令

和３年度版のガイドブックにも更新データを掲

載することとした。

６．学外における実習について

　ここでは、「学外実習の種類と流れ」、「実習

の事前準備」、「実習にあたっての心得と注意事

項」、「実習後すべきこと」および「自主実習に

ついて」を示した。実習先への事前連絡や訪問

時の注意点、実習先への御礼、自主実習の概要

について示した。

７．栄養士以外の資格について

　ここでは、本学科にて取得可能な「フードア

ナリスト」、「食空間コーディネーター」、「医療

秘書実務士」の資格取得とその支援について示

した。それぞれの資格の概要や資格取得に必要

な科目、卒業後の資格維持に関することなどに

ついて示した。

８．卒業生支援

　ここでは、「栄養士支援」および「卒業生と

のネットワーク」について取り上げた。「栄養

士支援」では、栄養士免許申請手続きや日本栄

養士会の案内、管理栄養士国家試験受験に関す

る概要について示した。「卒業生とのネットワー

ク」では、同窓会の案内や卒業後の進路支援に

ついて示した。

Ｃ．『入学から卒業までのガイドブック』の活

用

　ガイドブックの活用方法として、主に１年次

前期開講の「栄養士基礎演習」（卒業必修・演習・

1 単位）において科目担当者（輪講）が各講義

で使用することとした。本科目は、初年次教育

として高等学校までの基本的な学習内容を習得

するとともに、本学科の栄養士免許必修科目を

確実に修得し、地域社会に貢献できる栄養士を

養成することを目的としている。

　「栄養士基礎演習」以外の科目における本ガ

イドブックの具体的な活用として、「２．どの

ような栄養士を目指すのか」の①「栄養士とは」、

②「栄養士になるには」、③「栄養士の勉強を始ま

る前に」、④「現在の実力を確認しよう」、⑤「学科

の専門教育科目開講一覧」については「栄養指

導論」で、⑥「本学が目指す栄養士」、⑦「どのよ

うな栄養士を目指すのか考えてみよう」、⑧「１

年次の確認・評価」、⑨「２年次の確認・評価」、

⑩「卒業時の確認・評価」については「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で、「４．学びの基礎」の「化

学」は「食品学実験」、「食品衛生学実験」、「生

化学実験」の実験系科目で、「栄養士の基本」

は「基礎調理学実習Ⅰ」、「給食実務論」、「フー

ドプロジェクトⅠ」にて活用している。なお、

令和３年度版ガイドブックから新たに追加した

「生物」については、「栄養士基礎演習」に加え

て「解剖学」、「基礎栄養学Ⅰ・Ⅱ」、「生化学Ⅰ・Ⅱ」

でも活用する予定である。「６．学外における

実習について」は、学外実習の事前・事後指導

として主に「給食実務論」で活用している。以

上のように、「栄養士基礎演習」のほか、栄養

士必修科目や学科の専門教育科目（卒業必修）、

「キャリアガイダンスⅠ・Ⅱ」（初年次およびキャ

リア教育科目）と、多岐にわたる学修において

本ガイドブックを適宜活用している。

　また、「７．栄養士以外の資格について」は

新入生オリエンテーションで、「８．卒業生支援」

は卒業前に行う栄養士免許申請手続きの説明会

で使用するなど、科目以外でも本ガイドブック

を大いに活用している。

　このように、本ガイドブックはまさに『入学

から卒業まで』を視野に入れて作成しており、

「栄養士基礎演習」をはじめとする多くの科目

や学生生活において、学科の全教員が活発に利

用している。本ガイドブックが学生の基礎学力

向上に寄与し、今後の栄養士養成における教育

改善に役立つことを期待する。

　本学科学生の基礎学力向上および栄養士養成

における栄養士資質の均一化に向けての意識向

上を目的として、『入学から卒業までのガイド

ブック（令和３年度版）』を学科全教員で作成

した。令和３年度版では「キャリアガイダンス

Ⅰ・Ⅱ」の内容と重複していた「希望する進路

をかなえるための歩み」の中の「就職活動の流

れ」、「進学 / 編入学の学習指導について」の２

項目を削除し、「卒業後の進路（就職・進学）

支援について」の項目を新たに追加した。「学

びの基礎」の項目においては、「生物の基礎」

を新たに追加した。

　本ガイドブックは、初年次の導入教育である

「栄養士基礎演習」から２年間の集大成である

栄養士免許取得までを包括するものであり、「栄

養士基礎演習」で主に使用するが、それ以外の

科目や学生生活においても活発に利用してい

る。

　多様化・高度化する社会状況に対応できる栄

養士を育成するために、ガイドブックの内容に

ついても学科の全教員で毎年内容を検討し、学

生のよりよい学びを支援するものとすることが

重要である。
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